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A× Að＝(a ＋ bi)×(c＋ di)＝(ac− bd)＋(ad ＋ bc)i＝ x＋ yi＝ B
と表される。すなわち、認識 Aと認識 Aðから、統一された認識 Bが算
出でき、比較度合と区別度合が評価できれば、判断基準、ここでは価値





































































































従来の領域 Re(s)＞ 1 と対称形になっており、そこからは新たな情報が
得られないことが判明した（これを ζ(s)の関数等式という）。したがっ
て、解析接続によって新たな情報が得られるのは、実部が 0と 1の間 0
＜Re(s)＜ 1 ということになる。表１では、その意味で Re(s)＞ 1 と Re
(s)＜ 0をまとめて日常的世界に対応させ、その間の 0＜ Re(s)＜ 1 を
量子的世界に対応させている。




























































































































































































































































































































螺旋は a＞ 0、b≠ 0を用いて、
x ＝ atcost
y ＝ atsint
z＝ bt
と表せる。
ツルが右回りのものと、左回りのものが正対したときに、ツルが円錐
に巻きつきながら成長するとツルはネジが締まるように１点に近づいて
いく。そして、双方の円錐の頂点で交差して互いにツルの回る向きを変
えて、すり抜けて、逆円錐の空間を中心に上下にツルが成長する。逆円
錐の中心で交差する内向きのツルは外側に広がるツルとなる。このとき
に、逆円錐の外側のツルは、内向きのツルと外に広がるツルが重なる。
つまり、一方のツルは内向きに成長し、他方のツルは外側に広がる成長
となる。その結果できるのが双対の円錐螺旋である。
図７で示したように、円了の「循化相含」では、前後や進退の直線の
軸だけで判断するのではなく、螺旋状に進化または上昇し、退化または
下降しているということである。そこで図 10は円了の外観図（図６）の
基本形（標準図形）となる。３次元曲線の螺旋（helix）は、基本的には
繰り返しの構造でありながら、同じ位置をたどらず、上昇、下降する動
きである。円錐螺旋は、円錐の頂点から底面のある１点まで、その径を
変えながら、上昇、下降する動きである。竜巻から銀河系まで、自然界
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や宇宙に多く存在する。このように光円錐と円錐螺旋とは、円了の思考
パターンの可視化に適していると考える。
円了の「循化相含」の螺旋を台風にたとえることができる。台風の渦
巻きは、見る人の立場、方向によって平面的に、あるいは立体的に捉え
られる。上から俯瞰すると平面的な渦巻き状となり、側面から見ると立
体的な竜巻状に、あるいは螺旋状に見えるのである。
円了の「霊性」の概念にあてはめると、台風の眼は、ここでは点（図
９の点Ｐ）であり、人間の心底にあたり、無分別の知によって覚知され
る神仏の世界（覚界、悟りの世界）であり、図７の外観に対して、内観
である。これは平面的でも立体的でも同じ観方ができる。ここは時空を
超越した超経験的世界であり、絶対無（精神）の世界でもあり、真理、
真実相の世界を指しているともいえる。よって円了のいう神仏の世界に
あるもの（実在）は、人間の内部ではあるが、覚者（真理を体得した人、
真人）しか観ることができない大自然そのままの姿である。仏教では、
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図 10 円錐螺旋で表した円了の観方
それは覚界という永遠の不変、不動の最良の世界であるとしている。そ
してそこには差別など存在しない。この世界を仏教の本覚思想では永遠
相（本質界、ここでは真実相と同じ意味）という。よって、双対の円錐
螺旋の眼は、異なる性質や法則をつなぐ窓（２−４節の「霊性の網目」
も含まれる）のような働きを持っているといえる。
平面的に観たとき（自分が台風の眼に居て外側を観る場合）、すなわち
外観では、台風の眼の外側にある「風」は、人間の七識にあたり、風力
や風向きによって見え方が変わってくる。ここは認識主体の世界で、分
別知による空間と時間を骨組みとして、組み立てられた主観的経験的認
識による世界であり、相対的な世界である。台風の眼の真実相に対して、
人間が認識する風は、虚相（本覚思想では、現実相）の世界、いわゆる
俗界のこの世を指しているともいえる。その中心に住む個人が内から外
を観たとき、そこから観える風は、顛倒（てんどう）想、すなわち真理
とは反対の考え方が生んだ虚構であり、それは煩悩などのため、誤った
見方・在り方をする俗人（心底を観ようとしない人）によって、主観的
経験的に捉えられた、いわば虚相の自然や事物があるだけであると捉え
ることができる。よって俗人の世界には、相対的な分別が主な判断基準
となり、現象は人の分別のみで作られるのである。俗界では、人間のみ
が、「もの」の真実相を知らず、「もの」の本当の価値も見出せないため
に常に迷い、不満を持ち、改善の名を借りて常に新しい価値あるものを
探し求めたがるのであるといえる。
仏教の世界では、同じ人間を真っ二つに分けて、なぜ覚界と俗界とし
て表わさないといけないのかというと、ここまで述べてきたように円了
の「観」から考えると、あなたの自覚次第で、ものごとの観方が異なり、
考え方・感じ方の一切が異なるからである。台風の中心に居る人間が自
身の心底を観ることで覚界が現われ、俗界は現在・過去・未来という外
の世界を自身の五官を通して観ることで現われ、内を観ようが外を観よ
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うが、そこから見えるのは分別界だけである。別個の世界（覚界と俗界）
を行ったり来たりするだけで、すべてが説明しつくされるわけでもなく、
かといって部分的に理解できるわけでもない、すなわち、覚界と俗界だ
けでは理論的に分かっても実践できないのである。台風の眼にあなたが
居て、あなたがその中心から人やものを見る「我見」では、その中心が
人と人、人と物との間の空間を作り出しているのである。そこで、図２
に示した「霊性」の発見が重要である。
別の観方は、台風を外側から立体的に観た場合、すなわち、「離見の見」
である。これは内外両観であり、すべての観方を含める表観である。台
風の眼で観ている自分を離れて（外から）観ることで、霊性を発見する
ことができるのである。その都度、台風の眼（真人と俗人）と風（現象）
を大局的に捉えるために、「我見」と「離見」を行ったり来たりして、深
く考える必要があるということである。円了哲学では、行ったり来たり
することが無分別知の実践であり、「循化相含」の観方の実践でもある。
しかし、心底の全体の姿（図１の神仏の世界は含めない）を見ようとし
ても、「我見」と「離見」だけでは、あなたの思考によって、心底はバラ
バラな断片に変えられてしまうだけである。円了がいうように、心底の
中に真如が含有されていることを観ると同時に、心は真如の一部分であ
ることを観ることでもある。これは心と真如を分けない観方であり、心
底の全体を見ることができるのは、一切の比較や分けるといった思考作
用がなくなったときだけで、このとき円了の観方の分類すらなくなるの
である。これが円了のいう「裏観」でもあり、「直観」でもあると考えら
れる。
３−７ 無分別知
これまで述べてきたことから、昏迷や不知の原因は、分別から発して
いることがわかる。一方、仏教でいう「無分別」は、図 10に示すように、
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真の知を得る唯一の手法である。仏教では、相対的な見方から離れたと
ころでの、覚りの知恵が得られることを意味している。それは、「あるが
まま」を「あるがまま」に知ることでもあり、言葉や数式では見えない
真実をつかまえるためには、分別から脱出する必要があるということで
ある。そこで、昏迷や恐怖を生みだす主な原因の一つは、我々が「ある
がまま」の自分自身と直面しようとしないことにあるといえる。また、
いったん昏迷した心は、いつまでも昏迷したままであると考えられてい
る。すなわち、分別から生まれた行為や考え方は、さらにまた次の分別
を生みだし、混迷は深まるのであろう。それを防ぐ唯一の手段は、もう
これ以上、分別に基づく考え方を一切しないことである。しかしそれは、
科学技術文明の時代においては、相当に難しいことでもある。科学技術
自体が数式化やグラフ化など、相対的な世界の産物であるからである。
昏迷から抜け出すには、分析・体系化による知の集積より、一段高い
ところにある知である「無分別知」が必要である。無分別知とは、もの
ごとを分別するのではなく、図 11 に示すように、ここでは円了の考えに
基づくと、直観で把握して判断することをいう。古代ギリシャ哲学でも、
直観は「ヌース（nous）」といい、言葉では説明できない神的なものであ
るとしている。ものごとを分別して得た知識は、どうしても人間の自我
が含まれている。この人間のフィルターを通して得た知識を、人は全体
的（動・植物すべての）真理と勘違いしているのである。そういった人
間の側からの部分的真理だけで、ものごとをみることを否定するのが無
分別知である。すなわち、科学などの分別知にとらわれすぎて、全体的
真理が曇って見えなくなる状態こそ、「執着」であり「煩悩」だと仏教で
は教えている。
重要なことは、無分別知というのは、分別そのものを否定するわけで
はなく、むしろ逆で分別も踏まえた結果、全体を見て判断することが必
要であるということである。森と木にたとえると、森だけ（無分別）を
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見るわけでも、木だけ（分別）を見るわけでもなく、森も木も見て、最
後に判断することこそ無分別知であると考える。しかし、科学的知では、
木だけを見るので、それぞれの木を生かすために一つの木を切り倒すこ
とも可とするのであろう。しかし、仏教では、一つの木それぞれが完全
に分かれているわけではなく、判断をする「私」も含め、全体は不二の
もので、一なるものだと考えるので、他のために犠牲になる木は一本も
ないということになる。
森林では個々の木は、そのまわりの局所の部分だけの状況判断で伸び
ているわけでなく、より大きな範囲での全体情報を共有しているといわ
れている。根や葉の電場形成などを介して、場の情報を「共創的」に自
己形成していると考えられている。鈴木大拙は、
「吾等の現実に生活している世界は分別識の世界である。この分別識
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図 11 不知の拡大と念仏による不知からの脱出の図
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を成立させておるものは、矛盾である。自己と自己ならざるものとの対
立から、この世界は出来ている」（鈴木大拙全集第９巻，160 頁）
という。大拙は、自と他と、その間に成り立つ行為を分別しないで、「い
ま・ここになりきり、なりきって生きる」ことが大切であるとし、この
ことが無分別の実践であるといえる。例えば、ボランティアをするとい
う行為では、「与える者」と「受ける者」と「ボランティアという行為」
とを一般的には分けて考えている。しかし、真のボランティアにおいて
は、分別しない心が大切である。与える側と受ける側に分けると、上下
関係や見返りを求める心が芽生え、自我が大きくなっていく。そこで二
つの立場に執着することなく（無分別）、ボランティア行為に「なりきる」
ことである。すなわち、前後は考えずに今この行為に集中することでも
ある。掃除でも、洗濯でも、仕事でも、日常生活の中でなりきり、なり
きって生きることが無分別知への道である。このように、何かを一生懸
命に注意力を傾倒しておこなうときは、いかなる位置づけも、評価も、
習慣もそこに介在する余地はなくなる。心のプロセスは、主体から客体
へという方向に向かうもので、その過程でどこまでも自己を否定して客
体である物に「なりきる」ことであり、「物となって見、物となっておこ
なう」ところに無分別知の神髄があるといえる。あなたが客体に、全注
意力を集中し、あなたの中のすべてを傾倒するとき、そこには客体はも
ちろん主体であるはずのあなたも存在しないのであろう。そこに存在す
るのは全エネルギーを受けた霊性だけであって、２−３節でも述べたよ
うに、これは円了のいう不滅の「霊魂」がエネルギーであったのと同様
に、この霊性は、それ自体の真の行動の道筋を自ら発見できる最高の形
の無分別知であるといえる。
例えば、分ける・分けないという事例で、代表的なのが一元論と二元
論である。デカルト以降、科学は、物心二元論をすべてのものごとの把
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握に用いたが、仏教では常に物心一元論でものごとの真実に近づこうと
した。ところで、円了の物心一元論では、一元も最終的には、単なる多
（物）に対する一（心）ではないとしている。仏教でいうところの、物と
心の不一不二だけではなく、多元（物・心、現象、相対）と一元（本性・
本体、実在、絶対）との不一不二であるような世界、つまり相対と絶対
が一つでもなく、別々でもないような世界に帰着することになるとして
いる。それは、「南無絶対無限尊」と唱え、唱え続けることにより、念仏
が何時しか、身体（物）と心とを一つにつなぐチャネルとなり、その時
感じたままが、周囲からも自身からも一気通貫のエネルギーや力となり、
無分別の分別として心底から湧き出てくるのであろう。
３−８ 絶対性
円了は「絶対」という用語を用いることによって、日常的な世界との
区別をしているが、数学においても、臨界領域の解明に必要不可欠なも
のがある種の絶対性と呼べるものであり、従来の数学を根本的に変えた
絶対数学（７）が重要であろうとの哲学が、近年普及しつつある。
絶対数学は、一元体（絶対体）上の数学である。従来の数学は、整数
環上の数学（標数 0の数学と呼ばれる）と、関数体上の数学（標数正の
数学と呼ばれる）の二通りの定式化があり、各々において素数やゼータ
関数の研究がなされていた。標数 0の数学は連続的な空間（多様体）を、
標数正の数学では離散的な空間（グラフ）を扱うことができ、それぞれ
別個の理論が形成されていた。臨界領域の解明およびリーマン予想に関
しては、標数正の数学については 20世紀に解明され、その研究は 20世
紀を代表する優れた業績として認められ、フィールズ賞など多くの権威
ある賞が与えられ、讃えられている。
これに対し、従来の素数に関する問題が属する標数 0の数学において、
リーマン予想は全く解明されていない。標数正の数学における理論を、
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標数 0の数学において一般化して展開できれば、問題解明に近づけると
思われるが、長い数学の歴史において、それらの二つをつなぐ理論はこ
れまで考えられたことが無かった。
絶対数学は、すべての数学理論の根本にある代数的な対象である一元
体（絶対体）を定義し、その上ですべての数学を展開しようという哲学
である。これによって、従来の素数概念が、関数体上の素数概念と同一
の枠組みで議論できるようになり、その結果としてリーマン予想が解決
し、現代数学に大きな発展をもたらすものと考えている。
円了哲学では、「相対と絶対が一つでもなく別々でもない」と定義して
いる。この定義は、数学で臨界領域に踏み込む際に絶対数学（絶対体）
を用いる際の状況に酷似している。すなわち、これまでの数学は体の上
に環を定義し、その環の上で代数学・整数論を構築してきた。絶対数学
は、おおもとを一元体（絶対体）とすることで、これまで様々な体の上
で構成されていた数学をすべて含むことを目指している。これは円了哲
学と同様に、「相対と絶対が一つに統一される（すなわち、別々ではない）」
ことを表していると解釈できる。また、円了のいう無分別の（目に見え
ない）世界の解明に、絶対性が必要となる点が、数学的な現象と一致し
ているといえる。
しかし、実際には、その統一を行なう際に用いる具体的な研究手法は、
これまで用いられてきた普通の公理ではなく、未知の公理に基づいた新
たな道筋を取る必要がある。なぜなら、もし、これまで用いられてきた
公理だけで構成できるのであれば、リーマン予想はとっくに解決されて
いるはずだからである。その壁を乗り越えるには、一元体という新たな
対象を発見するだけでなく、それを元に従来の数学を再構成する際の公
理系の見直しも必要だということである。すなわち、これまでの数学と
同じ方法の構成ではないという意味で、「相対と絶対が一つではない」と
考えられる。これも円了哲学と一致する点である。
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４．おわりに
円了の多くの著述の中から、新たな現象の数式化へのヒントを抜き出
すと以下のような円了哲学が得られた。
・ 円了哲学の目的の一つは、無分別界と分別界、または、絶対界（神
仏）と相対界（客体）の二つをつなぐ理論であると考える。
・ 円了哲学の世界観は、多元（物・心、現象、相対）と一元（本性・
本体、実在、絶対）との不一不二であるような世界、つまり相対
と絶対が一つでもなく、別々でもないような世界に帰着すること
になるとしている。
・ 円了哲学から推測すると、絶対界と相対界をつなぐ理論は、霊性
のコミュニケーション・チャンネルが鍵となる。霊性は、双面的
であり、絶対界（神仏界）と相対界（現象界）の二方向に向かう
のである。霊性→霊源は「真の実体」への方向、霊性→知覚は「虚
の現象」への方向である。前者では霊性が絶対無分別でコトバ以
前への扉となり、後者では霊性が初歩の言語的意味分別の金型的
役割を果たす。
・ 円了の「循化相含」は、物理で用いられる零円錐（光円錐）にあ
てはめることができる。二つの円錐の頂点の接触点は、絶対無で
無分別、今の自分が居る点である。二つの円錐の外側は絶対他所、
前方の光円錐は絶対未来、後方光円錐は絶対過去である。
これらの円了哲学のエッセンスを数学に対比させてみると以下の知見
が得られた。
・ 円了の考え方により、数学の未解決問題、量子的世界の領域 0＜
Re(s)＜（臨界領域）におけるゼータ関数 ζ(s)の挙動のヒントが
得られると考える。
・ 円了哲学が、数学、特に絶対数学に対し知見を与えるものになっ
ていると考えられる。
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今後、本研究を発展させることによって、円了哲学を数学的に表現し、
それを人工知能における「価値関数」として用いることができる可能性
も見出した。
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